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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 18日 (2005.8.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 絶 縁 性 を 有 し 電 解 液 を 保 持 す る セ パ レ ー タ に 挟 ま れ た

第 １ の 電 極 の 端 部 は 第 １ の 集 電 端 子 に 接 続 さ れ 、 電 解 液 を 保 持 す る 接 着 層 に 挟 ま
れ た 第 ２ の 電 極 の 端 部 は 第 ２ の 集 電 端 子 に 接 続
さ れ 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電 極 と を 巻 き 込 み 、 前 記 第 １ の 電 極 を 挟 む セ パ レ ー タ
と 前 記 第 ２ の 電 極 と を 、 前 記 第 ２ の 電 極 を 挟 む 接 着 層 を 介 し て 一 体 化 す る 電 池 で あ っ て 、
前 記 第 １ の 電 極 、 あ る い は 第 ２ の 電 極 を 巻 き 込 む 中 心 部

こ と を 特 徴 と す る 電
池 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 こ の 発 明 に 係 わ る 第 １ の 電 池 は 、 絶 縁 性 を 有 し 電 解 液 を 保
持 す る セ パ レ ー タ に 挟 ま れ た 第 １ の 電 極 の 端 部
は 第 １ の 集 電 端 子 に 接 続 さ れ 、 電 解 液 を 保 持 す る 接 着 層 に 挟 ま れ た

第 ２ の 電 極 の 端 部 は 第 ２ の 集 電 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前
記 第 ２ の 電 極 と を 巻 き 込 み 、 前 記 第 １ の 電 極 を 挟 む セ パ レ ー タ と 前 記 第 ２ の 電 極 と を 、 前
記 第 ２ の 電 極 を 挟 む 接 着 層 を 介 し て 一 体 化 す る 電 池 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 電 極 、 あ る い は
第 ２ の 電 極 を 巻 き 込 む 中 心 部

第 １ の 活 物 質 層 と 第 １ の 集 電 体 と
を 備 え た

第 ２ の 活 物 質 層 と 第 ２ の 集 電 体 と を 備 え た

に は 、 前 記 第 １ の 電 極 の 第 １ の 集
電 端 子 と 、 こ の 第 １ の 電 極 の 第 １ の 集 電 端 子 に 半 周 遅 れ た 位 置 に 前 記 第 ２ の 電 極 の 第 ２ の
集 電 端 子 と が 配 置 さ れ て お り 、 前 記 巻 き 込 む 中 心 部 の 前 記 第 ２ の 電 極 の 端 部 は 前 記 第 ２ の
集 電 体 の 露 出 し た 部 位 を 有 し 、 こ の 露 出 し た 部 位 が 折 曲 部 を 構 成 す る

第 １ の 活 物 質 層 と 第 １ の 集 電 体 と を 備 え た
第 ２ の 活 物 質 層 と 第 ２

の 集 電 体 と を 備 え た

に は 、 前 記 第 １ の 電 極 の 第 １ の 集 電 端 子 と 、 こ の 第 １ の 電 極
の 第 １ の 集 電 端 子 に 半 周 遅 れ た 位 置 に 前 記 第 ２ の 電 極 の 第 ２ の 集 電 端 子 と が 配 置 さ れ て お
り 、 前 記 巻 き 込 む 中 心 部 の 前 記 第 ２ の 電 極 の 端 部 は 前 記 第 ２ の 集 電 体 の 露 出 し た 部 位 を 有



し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 電 池 は 、 絶 縁 性 を 有 し 電 解 液 を 保 持 す る セ パ
レ ー タ に 挟 ま れ た 第 １ の 電 極 の 端 部 は 第 １ の 集
電 端 子 に 接 続 さ れ 、 電 解 液 を 保 持 す る 接 着 層 に 挟 ま れ た

第 ２ の 電 極 の 端 部 は 第 ２ の 集 電 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 極 と 前 記 第 ２ の 電
極 と を 巻 き 込 み 、 前 記 第 １ の 電 極 を 挟 む セ パ レ ー タ と 前 記 第 ２ の 電 極 と を 、 前 記 第 ２ の 電
極 を 挟 む 接 着 層 を 介 し て 一 体 化 す る 電 池 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 電 極 、 あ る い は 第 ２ の 電 極
を 巻 き 込 む 中 心 部

構 造 と し た の で 、 巻 芯 に 接 着 剤 が 付 着 す る の を 防 止 し て 電
池 の 生 産 性 及 び 信 頼 性 、 エ ネ ル ギ ー 密 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

(2) JP 2001-345115 A5 2005.11.4

し 、 こ の 露 出 し た 部 位 が 折 曲 部 を 構 成

第 １ の 活 物 質 層 と 第 １ の 集 電 体 と を 備 え た
第 ２ の 活 物 質 層 と 第 ２ の 集 電 体 と

を 備 え た

に は 、 前 記 第 １ の 電 極 の 第 １ の 集 電 端 子 と 、 こ の 第 １ の 電 極 の 第 １ の 集
電 端 子 に 半 周 遅 れ た 位 置 に 前 記 第 ２ の 電 極 の 第 ２ の 集 電 端 子 と が 配 置 さ れ て お り 、 前 記 巻
き 込 む 中 心 部 の 前 記 第 ２ の 電 極 の 端 部 は 前 記 第 ２ の 集 電 体 の 露 出 し た 部 位 を 有 し 、 こ の 露
出 し た 部 位 が 折 曲 部 を 構 成 す る
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